
　
　

鯖
江
市
の
総
人
口
は

２
０
６
０
年
に
は
約
５
万

人
あ
ま
り
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
市

の
財
政
は
逼
迫
し
市
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
が
、
新
型

交
付
金
の
予
算
措
置
の
概

要
は
。

　
　

本
年
は
総
合
戦
略
を

実
行
に
移
す
年
で
、
平
成

27
年
度
３
月
補
正
予
算
と

平
成
28
年
度
当
初
予
算
で

31
億
６
千
万
円
を
計
上
、

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
主
要

な
144
事
業
に
つ
い
て
は
着

実
に
実
行
し
て
行
く
。

　
　

町
内
会
で
の
女
性
役

員
な
ど
の
活
動
実
態
は
。

　

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
区
長
な
ど
三
役
の
女

性
役
員
は
1.47
％
。
班
長
な

ど
は
17.2
％
で
町
内
会
で
の

意
思
決
定
へ
の
参
画
機
会

が
少
な
い
実
態
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　
　

本
県
は
共
稼
ぎ
率

60
％
で
全
国
１
位
。
今
や

女
性
は
家
計
に
お
い
て
重

要
な
働
き
手
で
あ
る
。
例

え
ば
女
性
役
員
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
地
域

の
実
態
を
肌
で
感
じ
責
任

を
持
っ
て
町
内
会
運
営
に

携
わ
っ
て
頂
く
、
真
の
男

女
共
同
参
画
社
会
を
地
域

に
根
差
し
た
施
策
と
す
る

こ
と
が
先
決
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
一
部
の
地
区
で

町
内
会
役
員
に
女
性
を
登

用
す
る
取
組
が
始
ま
っ
て

い
る
。
今
後
と
も
市
区
長

会
連
合
会
と
連
携
し
な
が

ら
研
修
、
啓
発
な
ど
を
継

続
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　

２
年
後
の
減
反
制
度

廃
止
に
よ
る
、
米
生
産
農

家
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

　

市
長　

平
成
30
年
産

米
か
ら
生
産
調
整
の
目
標

が
廃
止
さ
れ
、
直
接
支
払

交
付
金
７
千
500
円
も
廃
止

さ
れ
る
の
で
大
き
な
問
題
。

本
市
は
中
小
規
模
農
家
が

多
く
、
生
産
か
ら
販
売
ま

で
一
貫
し
た
農
家
は
経
営

農
地
全
面
に
主
食
用
米
を

作
付
し
、
作
業
効
率
と
収

入
の
増
加
を
図
る
と
予
測

さ
れ
る
。
し
か
し
益
々
米

離
れ
は
進
む
こ
と
か
ら
、

米
価
の
下
落
が
予
想
さ
れ

る
。
持
続
で
き
る
農
業
経

営
を
国
が
示
す
こ
と
が
不

可
欠
で
、
主
食
米
一
辺
倒

の
本
市
の
農
業
を
転
換
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

公
募
債
「
元
気
さ
ば

え
っ
子
・
ゆ
め
み
ら
い

債
」
を
活
用
す
る
き
っ
か

け
、
ま
た
目
的
は
。

　

　
平
成
23
年
に
、
第
１

回
目
の
住
民
参
加
型
市
場

公
募
債
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
時
は
、
金
利
が
高
く

銀
行
で
市
債
を
借
入
れ
、

10
年
か
ら
15
年
の
償
還
期

間
で
利
子
を
払
い
続
け
る

よ
り
も
、
減
債
基
金
を
活

用
し
短
期
で
市
債
を
償
還

し
、
利
払
い
を
抑
制
し
て

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郵
政
民
営
化
に

伴
い
、
資
金
調
達
手
段
の

多
様
化
、
お
よ
び
市
民
の

行
政
へ
の
参
加
意
識
の
向

上
と
市
債
発
行
の
総
費
用

元
金
均
等
償
還
で
返
済
し

て
い
く
。
ゆ
め
み
ら
い
債

は
５
年
満
期
で
、
一
括
返

済
と
な
り
一
度
に
多
額
の

償
還
財
源
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
発
行
額
の
半

分
を
め
ど
に
減
債
基
金
へ

積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　

こ
の
資
金
調
達
方
法

は
、
本
当
に
財
政
負
担
の

軽
減
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

　
通
常
な
ら
ば
、
約
15

年
償
還
で
借
り
入
れ
を
す

る
が
、
ゆ
め
み
ら
い
債
の

発
行
と
10
年
の
縁
故
債
へ

の
借
り
換
え
と
し
た
場
合

で
は
、
支
払
う
利
子
の
総

額
で
両
者
を
比
較
し
た
場

合
、
ゆ
め
み
ら
い
債
を
発

行
し
た
方
が
支
払
う
利
子

が
少
な
く
、
財
政
負
担
の

軽
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。
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の
抑
制
の
三
つ
を
目
的
と

し
て
資
金
調
達
を
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
休

日
販
売
を
設
け
た
り
、
平

成
27
年
度
に
は
、
若
者
の

行
政
へ
の
参
加
意
識
の
向

上
を
狙
い
、
休
日
販
売
の

ほ
か
に
新
成
人
販
売
枠
を

設
け
ま
し
た
。

　

過
去
４
回
の
公
募
債
の

発
行
で
す
が
、
す
べ
て
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

新
成
人
枠
の
取
組

で
す
が
、
販
売
額
を
一
口

10
万
円
を
５
万
円
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

平
成
23
年
度
発
行

分
の
返
済
が
本
年
度
だ
が
、

返
済
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　
　

減
債
基
金
の
取
り
崩

し
と
、
10
年
の
縁
故
債
と

し
て
の
借
り
換
え
を
行
い
、
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伝
統
工
芸
と
Ｉ
Ｔ
を

活
か
し
、
国
際
力
強
化
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
、
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
、
漆

文
化
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
事
業
な
ど
、
産
地
の

態
勢
や
地
元
民
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
。

　
　

世
界
に
産
地
情
報
を

発
信
し
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
を
産
地
に
呼
び
込
も

う
と
、
越
前
漆
器
の
技
術

を
ベ
ー
ス
に
、
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
や
用
途
に
対
応
し

た
漆
製
品
の
開
発
で
、
海

外
の
フ
ァ
ン
開
拓
と
観
光

誘
客
を
進
め
る
た
め
、
慶

応
大
学
院
連
携
ア
メ
リ
カ

校
の
院
生
が
河
和
田
に
入

り
調
査
、
外
国
語
表
示
案

内
、
交
通
手
段
、
地
域
情

報
、
食
事
の
問
題
な
ど
提

案
を
受
け
た
。

　

外
国
語
が
出
来
る
住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
福
井
大

学
国
際
地
域
学
部
提
携
、

地
域
の
食
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
環
境

整
備
を
進
め
る
。
ラ
ポ
ー

ゼ
か
わ
だ
の
ト
イ
レ
洋
式

化
な
ど
検
討
す
る
。

　
　

学
童
事
業
充
実
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
な
い
子
、

孤
食
や
食
事
が
取
れ
て
い

な
い
子
の
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
子
ど
も
の
声
が
聞

こ
え
る
居
場
所
づ
く
り
を

望
み
た
い
が
、
ご
所
見
を
。

　
　

子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
地
域
に

お
け
る
見
守
り
や
生
活
支

援
を
通
じ
て
、
社
会
性
、

協
調
性
を
養
う
な
ど
の
支

援
の
必
要
な
子
ど
も
の
居

場
所
を
作
る
こ
と
は
重
要
。

　

昨
今
企
業
や
団
体
で
子

ど
も
食
堂
な
ど
居
場
所
づ

く
り
を
始
め
ら
れ
て
い
る
、

こ
う
し
た
活
動
と
ど
う
連

携
で
き
る
の
か
支
援
方
法

な
ど
研
究
し
た
い
。

　
　

ご
み
ゼ
ロ
、
無
駄
ゼ

ロ
・
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
組
は
。

　
　

生
ご
み
の
堆
肥
化
は

資
源
と
し
て
循
環
、
春
か

ら
取
り
組
む
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
の
分
別
資
源
化
、

紙
類
の
資
源
物
分
別
の
徹

底
を
図
る
。

　

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク

ル
も
研
究
を
し
て
い
く
。

　

旧
土
木
事
務
所
に
、
太

陽
光
発
電
設
備
と
備
蓄
設

備
を
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
向
上
と
、
低
炭

素
な
施
設
管
理
に
努
め
る
。

　

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、

国
の
試
算
と
は
別
に
福
井

県
が
独
自
試
算
を
行
っ
た
。

コ
メ
分
野
で
は
15
億
２
千

万
円
の
減
収
と
の
試
算
だ
。

鯖
江
市
で
は
ど
の
程
度
に

な
る
か
。
安
倍
内
閣
は
規

模
拡
大
と
６
次
産
業
化
、

品
質
の
高
い
農
産
物
の
輸

出
拡
大
で
農
業
が
成
長
産

業
に
な
る
な
ど
と
言
っ
て

い
る
。
果
た
し
て
そ
ん
な

う
ま
い
こ
と
に
な
る
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
危
険

な
方
向
だ
と
い
う
こ
と
だ

け
は
共
通
認
識
に
し
た
い
。

　
　

県
の
試
算
を
も
と
に

鯖
江
市
へ
の
影
響
を
ご
く

粗
く
推
計
す
れ
ば
、
15
年

後
に
は
９
千
万
円
の
減
収

に
な
る
。

　

市
長　

重
要
５
品
目
に

影
響
が
な
い
と
い
う
こ
と

自
体
、
非
常
に
お
か
し
い
。

国
が
行
っ
た
試
算
は
説
得

力
が
な
い
。
当
初
の
国
の

説
明
と
は
全
く
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
発
効
ま
で
時

間
が
あ
る
の
で
国
へ
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
。

　
　

消
費
税
が
８
％
に
上

が
っ
て
１
年
半
が
経
過
し

て
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
連
続
マ
イ

ナ
ス
で
、
個
人
消
費
は
依

然
回
復
し
て
い
な
い
。
市

の
予
算
を
見
る
と
平
成
27

年
度
３
月
補
正
予
算
と
平

成
28
年
度
当
初
予
算
を
合

わ
せ
て
４
億
５
千
万
円
を

積
み
増
し
し
て
財
政
調
整

基
金
を
30
億
円
超
ま
で
に

す
る
。
ま
た
市
債
残
高
は

牧
野
市
長
一
期
目
と
比
べ

る
と
1/4
に
ま
で
に
減
ら
し

た
。
一
方
で
４
月
か
ら
は

下
水
道
使
用
料
を
値
上
げ

し
、
市
民
負
担
を
増
や
す
。

安
倍
内
閣
が
う
た
う
「
地

方
創
生
」
も
結
構
だ
が
、

市
民
生
活
を
守
る
視
点
か

ら
の
予
算
配
分
が
も
っ
と

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

重
点
予
算
と
し
て
は
、

27
年
度
と
合
わ
せ
「
地
方

創
生
」
関
連
144
事
業
に
31

億
６
千
万
円
を
計
上
し
た
。

「
め
が
ね
の
ま
ち
さ
ば

え
」
を
世
界
発
信
す
る
た

め
「
地
方
創
生
」
に
取
り

組
み
、
地
方
か
ら
世
界
、

国
を
変
え
る
精
神
の
予
算

を
組
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ

て
「
若
者
が
住
み
た
く
な

る　

住
み
続
け
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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「
若
者
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
の
創
造
」

へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
鯖
江
市
の
農

業
は
ど
う
な
る
の
か

新
年
度
予
算
の
中
に

市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
視
点
は
あ
る
の
か

地
域
で
支
え
る
子
育

て
支
援

答

問答

問

市
民
創
世
会

木
村　

愛
子　

議
員

環
境
施
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

菅
原　

義
信　

議
員

答


